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１．特  長 

 １－１静止形検出回路 

     静止形検出回路により、検出精度、長期的安定性及び信頼性が向上。 

 

 １－２抽出形構造 

     継電器本体とケース及び接続端子を分離できる構造とし、保守並びに点検時の取扱いを容易に 

しました。 

 

２．仕  様  

項 目 仕       様 

定 格 電 圧 ＤＣ１２,２４,４８,１１０,１２５,２２０,２５０Ｖ 

最 大 印 加 電 圧 定格電圧の１５０％ (均等充電時等) 

使 用 温 度 範 囲 －１０～＋４０℃ 

使 用 湿 度 範 囲 日平均３０～８０％ 

電 源 リ ッ プ ル 含 有率 ２０％ｒｍｓ以内 

動 作 整 定 値 ２，４，６，８，１０ｋΩ (Ｐ，Ｎ共通) ※1 

復 帰 値 動作整定値のプラス２ｋΩ 

精 度 
動作，復帰値とも整定値の１０％以内 

(定格電圧-20％～+30％または、使用温度範囲-10～+40℃にて) 

出 力 接 点 数 Ｐ側，Ｎ側 各２ａ 

出 力 接 点 容 量 

通電容量                     ３Ａ 

遮断容量  Ｒ負荷 ＤＣ１１０Ｖ ０．５Ａ 

Ｌ負荷 ＤＣ１１０Ｖ ０．２Ａ （Ｌ／Ｒ＝４０ｍｓ） 

地 絡 電 流 ５．０ｍＡ以下（定格電圧にて） 

消 費 電 力 １．５Ｗ （定格ＤＣ１１０Ｖ） 

絶 縁 抵 抗       電気回路一括対ケース間  １０ＭΩ以上（５００Ｖ絶縁計にて） 

耐 電 圧       電気回路一括対ケース間  ＡＣ２０００Ｖ １分間 

耐 振 動 
振動数１６．７Ｈｚ,複振幅４ｍｍの振動を前後,左右及び上下各方

向に各１０分間 

耐 衝 撃 ３０Ｇの衝撃を前後,左右及び上下各方向に各３回 

耐 久 性 １０万回以上  (出力用継電器) 

塗 装 色 マンセル記号 Ｎ１．５(標準品)または７．５ＢＧ４／１．５   

ケ ー ス 角胴埋込形 

ケ ー ス 寸 法 図番 ４１０００３ 参照 

ケ ー ス 取 付 寸 法 図番 ４１０００３ 参照 

 ※1：SVU1F-ACの動作整定値は、2ｋΩ～10ｋΩの連続可変となります。 
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３．取り扱い 

３－１端子接続 （図番 ４１０００３ 参照） 

端子番号 信 号 名 

１３（Ｐ） 直流電源のプラス 

１０（Ｎ）   〃  マイナス 

１２（Ｅ） 接地端子 

１１（Ｐｏ） 警報用電源のプラス 

９（Ｎｏ）     〃  マイナス 

１－２ Ｐ側出力接点 １ａ 

３－４ Ｐ側出力接点 １ａ 

５－６ Ｎ側出力接点 １ａ 

７－８ Ｎ側出力接点 １ａ 

 

３-２整 定 

整定ツマミで所要の抵抗値に合わせます。整定値はＰ側、Ｎ側共通です｡ 

 

３－３動 作 

（１）動 作 

         電源ライン(PまたはN)の地絡抵抗が下がり整定値を下回りますと､動作表示器が白色から 

橙色に変わり同時に出力接点がメークします｡ 

 

（２）復 帰 

地絡抵抗が回復し､復帰値(動作整定値プラス２ｋΩ)を上回りますと､出力接点は先程と 

は逆にブレークします｡ 

 

（３）表示復帰 

         動作表示器は一旦動作すると、検出復帰となっても動作表示のまま残ります。この動作表 

示器の復帰は、正面パネルに有る復帰押釦スイッチを押して行います。 

 

４．注意事項 

４－１ 警報用電源端子 

          警報用電源端子(Ｐｏ,Ｎｏ)の電圧定格は､電源端子(Ｐ,Ｎ)と同一定格です｡  

Ｐｏ、Ｎｏは動作表示器用電源として使用しています｡ 警報用電源の無い場合は､Ｐｏ，

ＮｏはそれぞれＰ，Ｎに接続して使用します 

 

４－２抽出方法 

        本体ケースからの抽出は、正面カバーを外すと正面パネル左右に金属性ツマミがあります 

ので、これ等を左に回して緩めた後ツマミを引いて抽出します。 

 

 

４７００６９ 



 - 4 - 

４－３設置台数 

        本継電器は一電源に対し一台しか設置することが出来ません。 

 

 ４－４ 接続位置 

          電源にシリコン・ドロッパーを使用している場合は、シリコン・ドロッパーの負荷側に 

接続して下さい。 

 

４－５絶縁抵抗測定、耐電圧試験時の注意 

        絶縁抵抗測定及び耐電圧試験を行う場合は、接地線を接地端子（１２番）より外して行っ 

    て下さい。 
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